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「国土計画制度の改革」のポイント

※この他、国土利用計画との一体作成、大都市圏整備に関する計画の合理化、地方開発促進計画の廃止など、国土計画体系の簡素化・一体化を図り、
国民に分かりやすい国土計画に再構築する。

国と地方の協働によるビジョンづくり 開発中心からの転換

フローの拡大に加え

ストックの活用

有限な資源の
利用・保全

海洋利用
・国際協調

利便性の向上に加え

国民生活の安全・安心・安定の確保

地域の自立的発展を可能とする国土の形成

計画事項等の
拡充・改変

成

熟

社

会

型

の

計

画

量

的

拡

大

「
開

発

」
基

調

景観、環境を含めた

国土の質的向上

全国計画

広域地方
計画

国による明確な国土及び国
民生活の姿の提示

（国の責務の明確化）

ブロック単位の地方ごとに、
国と都府県等が適切な役割
分担の下、相互に連携・協
力して策定

計画の作成及び実施の円滑な推進を図るため、国の地方
支分部局、関係都府県、関係政令市、地元経済界等が対
等な立場で協議する場（広域地方計画協議会）を組織

計画への多様な主体の参画
・地方公共団体から国への計画提案制度
・国民の意見を反映させる仕組み

＋

全国計画のみ

国主導の作成

地方の意見を聴
く仕組みなし

国

土

形

成

計

画

全

国

総

合

開

発

計

画

総合的な国土の形成を図るための国土総合開発法等の一部を改正する等の法律（国土形成計画法）
※平成１７年７月２９日公布、１２月２２日施行
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新たな国土形成計画の枠組み

基
本
と
す
る

全国計画 広域地方計画

総合的な国土の形成に関する施策の指針
（府省横断的な計画）

【計画の内容】
・国土の形成に関する基本的な方針
・国土の形成に関する目標
・全国的な見地から必要とされる基本的な施策
（個別事業名は原則として記述しない）

都道府県・政令市から計画作成・変更提案

国土交通大臣が案を作成

閣議決定

国土審議会
の調査審議

都道府県・政令市
からの意見聴取

パブリックコメント

広域地方計画区域における国土形成の計画

【計画の内容】
・当該区域の国土の形成に関する方針
・当該区域の国土の形成に関する目標
・広域の見地から必要とされる主要な施策
（個別事業名を含む）

市町村から計画作成・変更提案（都府県経由）

国土交通大臣が決定

広域地方計画協議会
対等な立場で協議

パブリック
コメント

学識経験者
からの意見聴取

国の地方
支分部局

関係都府県

関係政令市 地元経済界等

２以上の都府県の区域で政令で定める区域
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国土形成計画の策定スケジュール（予定）

平成１７年９月

平成１７年１０月

平成１８年度前半

平成１８年秋頃

平成１９年中頃までを目途

全国計画策定後、１年後

全国計画 広域地方計画

国土審議会に計画部会を設置 国土審議会に圏域部会を設置

第１回圏域部会の開催
第１回計画部会の開催

部会に専門委員会を設置

圏域部会とりまとめ

広域地方計画区域を定める政令の制定

地域の区分の
あり方の検討

計画部会中間とりまとめ

閣議決定 広域地方計画協議会の設置

広域地方計画の決定

計画策定準備

計画内容の検討

閣議決定に向けた
検討

※国土形成計画全国計画は国土利用計画
全国計画と一体作成

３



ブロック計画の計画圏域

北海道開発法

中国地方開発促進法

沖縄振興特別措置法

※福井県は近畿圏整備法、中部圏開発整備法、北陸地方開発促進法の計画圏域に重複
※富山県、石川県は中部圏開発整備法、北陸地方開発促進法の計画圏域に重複
※三重県、滋賀県は近畿圏整備法、中部圏開発整備法の計画圏域に重複

鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県

北陸地方開発促進法

東北開発促進法

四国地方開発促進法

近畿圏整備法

中部圏開発整備法

首都圏整備法

青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
新潟県

富山県
石川県
福井県

福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県 徳島県

香川県
愛媛県
高知県

福井県
三重県
滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県

富山県
石川県
福井県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県
三重県
滋賀県

東京都
埼玉県
千葉県
神奈川県
茨城県
栃木県
群馬県
山梨県

九州地方開発促進法

これまでのブロック計画の計画圏域

４

広域地方計画区域設定の考え方

自然、経済、社会、文化等において
密接な関係が相当程度認められる区域

二以上の都府県の区域
（都府県の区域は分割しない）

一体として総合的な国土の形成を
推進する必要がある区域

北海道及び沖縄県を除く４５都府県を
重複なく、隙間なく、多くとも１０程度の
区域に大括りに区分

○広域地方計画協議会には、区域内の市町村、区域に
隣接する地方公共団体、地元経済界その他密接な関
係を有する者を加えることができる。

○計画内容は、広域地方計画区域における国土の形成
に関する①方針、②目標、③広域の見地から必要とさ
れる主要な施策（特に必要があると認められる区域外
にわたるものを含む）を定める。

広域地方計画区域について



中部圏開発整備法のしくみ

５

中部圏開発整備法（Ｓ４１制定）

政策区域制度

建設計画

（S44から６度策定，現行計画H13～H17） （S48から２度策定，

現行計画Ｓ５７～）

名古屋市を中核とし、
その周辺からなるお
おむね40㎞の範囲

都市整備区域 都市開発区域

富山・高岡区域等
13区域

保全区域

中部山岳区域等
18区域

都市整備区域及び都市開発区域に対する優遇措置

保全整備計画

凡 例 
    中 部 圏 域 界

    都 市 整 備 区 域

    都 市 開 発 区 域

    保 全 区 域

    県 界

   中部圏政策区域図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ ｢ゴシック体｣は都市開発区域の名称であり、｢明朝体｣は保全区域の名称である。 
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中部圏開発整備計画

・財特法による財政上の特別措置
・固定資産税、不動産取得税の不均一課税に伴う地方交付税に
よる減収補填措置

・特定の事業用資産の買換えの特例 等

産業開発の程度が高く、
都市の機能が十分に
発揮されるよう計画的
に基盤整備する必要が
ある地域

工業等の産業都市そ
の他当該地域の中心
的な都市として開発す
る必要のある都市を有
する地域

優れた自然景観を有し、
観光等に供するために
観光資源等を計画的に
保全等の地域

（S43から４度策定，現行計画H12～概ね15年）



平成18年

国土形成計画 中部圏開発整備計画

６

建設計画
（H18年度～ 計画期間概ね5年）

大都市圏整備制度の抜本見直し
・3部会横断専門委員会において検討
（H20.1の法案提出を目指し、H18秋に方向性を打ち出す）
・上記の見直しに伴い、中部圏開発整備計画、建設計画は

期間途中での変更がありえる
［検討内容］
・これまでの大都市圏施策のフォローアップ・評価
・国土形成計画と大都市圏計画の関係整理
・新たな大都市圏制度の検討

・閣議決定
・総合的な国土の形成に関する施策の指針
（府省横断的）

国土形成計画【全国計画】
（H19中頃策定、計画期間10～15年）

・広域地方協議会で協議
・国土交通大臣が決定
・総合的な国土の形成に関する施策の指針
（府省横断的）

国土形成計画【広域地方計画】
（H20中頃策定）

新たな大都市圏制度の法制化

国土形成計画と中部圏開発整備計画

平成19年

平成20年

中部圏開発整備計画
（H12年～ 計画期間概ね15年）

※本部会で審議

※本部会で審議


